
★ベネズエラ・ジャーナリズムの恥ずべき沈黙＝鈴木頌（日本ＡＡＬＡ理事）	

	

ジャーナリストである以上、ベネズエラ政府にとってどんなに嬉しくないニュ

ースでもどんどん流すべきである。それを流すのがジャーナリストの義務だか

らだ。	

	

私はそのことを非難しているわけではない。私が非難するのはこのようにベネ

ズエラ政府の失態を激しく非難しながら、世界の平和と民主主義にとって最大

の問題、すなわち米国の干渉、経済制裁、民族自決権の侵害、武力介入の脅し

について口をつぐむことだ。	

	

リマグループの動きは逐一報道するが、セラックの動きは報じない。（CELAC:	

全ての中南米諸国 33カ国が参加し，2011 年 12 月に発足した組織。将来的な中

南米統合を長期的な目標に掲げている	 日本外務省 HP）	

	

ベネズエラカトリックの意見は尊重するが、ローマ法王の平和の呼びかけは無

視する。	

	

ベネズエラ国民がいまなぜ苦しんでいるか。それは米国が経済・金融封鎖を行

っているからだ。石油生産を妨害し、商品を売り惜しみして価格を吊り上げて

いるからだ。	

ベネズエラがいまなぜ内戦の危機にあるのか。それは米国がベネズエラの軍部

にクーデターを焚き付けているからだ。	

	

米国は過去 100 年、そうやってラテンアメリカの数十の政府を潰してきた。ど

うしてジャーナリズムはその歴史に口をつぐむのか。	

	

ジャーナリズムはチリのクーデターを忘れたのか。合法的な政府が「経済的な

失敗」を口実にして踏みにじられた。そのあと数千人の市民・青年・学生が連

れ去られ、拷問され、虐殺された。	

	

それがすべて米国の差金だったことは、今では白日のもとに明らかになってい

る。その歴史的事実に、どうしてジャーナリズムは口をつぐむのか。	

	

（２月５日）	

	



ジャーナリストはいつの日か後悔するだろう。もし市民とともに報道機関の持

ち主の横暴に対決しなければ、そのような「騒々しい沈黙」はテロリズムへの

加担に等しいからだ。	

	


